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駒
門
駐
屯
地

（駐
屯
地
司
令

・
相
馬
仕
輝

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
４
年
４
月
５
日

（火
）、

令
和
元
年
度
以
来
約
３
年
ぶ
り
と
な
る
駒
円

駐
竜
地
創
立
６２
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し

た
。
デ
」来
場
い
た
だ
く
地
域
の
皆
様

の
安
心
・

安
全
の
確
保
の
最
優
先
を
検
討
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
て
、

一
般
開
放
を
中
止
し
、
規
模
を
縮
小
し
て
の

挙
行
と
な
っ
た
。

記
念
式
典
に
は
、
来
賓
の
駒
門
自
一衛
隊
協

力
会
会
長
、
裾
好
市
自
衛
隊
協
力
会
会́
長
、

裾
野
市
自
衛
隊
協
力
会
副
会
長
、
駐
屯
各
部

隊
に
お
け
る
感
謝
状
受
賞
者
及
び
、
防
衛

・

駐
亀
地
モ
ニ
タ
ー
の
ご
臨
席
の
も
と
、
駐
屯

地
在
隊
部
隊
隊
員
約
３
０
０
名
が
参
‐加
し
た
。

駐
屯
地
司
令
は
平
素
か
ら
の
駐
屯
一地
の
任

務
遂
行
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
御
来
賓
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
工
葉
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
隊
員
に
対
し
、
日
々
の
厳

し
い
訓
練
に
よ
り
そ
の
練
度
を
向
上
さ
せ
、

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
′即
応
態

勢
を
維
持
し
事
に
臨
ん
で
は

「
い
つ
い
か
な

る
任
務
が
与
え
ら
れ
よ
う
と
も
即
一心
し
完
遂

す
る
」
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
、
そ
しヽ
て
地

域
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
な
け
れ

ば
、
我
々
の
存
在
意
義
は
な
い
、
記
一念
式
典

の
良
き
日
に
当
た
り
、
駐
屯
地
に
勤
一務
す
る

全
隊
員
が
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
「
活
気
あ

る
規
律
正
し
い
駐
屯
地
」、
「部
隊
間
の
連
携
、

地
域
と
の
協
力
」
を
実
現
で
き
る
よ
いう
、
力

を
併
せ
て
任
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
、
と
式
辞
を
述
べ
た
。

引
き
続
き
感
謝
状
贈
呈
式
及
び
記
一念
撮
影

が
行
わ
れ
、
粛
々
と
進
め
ら
れ
た
駒
一門
駐
屯

地
創
立
６２
周
年
記
念
行
事
は
無
事
に
終
了
し

た
。

彙1義章大藤1及び
―
撃1車耳様
=援
諄1菫車

|■1悌 ■戦章大隊及び戦車直接支援隊
揃つての集合写真

駒
門
駐
屯
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
駒
門
自
衛
隊
協
力
会
並
び
に
、

裾
野
市
自
衛
隊
協
力
会
か
ら
様
々

な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
例
年

各
種
行
事
等
を
共
催
し
て
お
り
ま

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
各
種
行
事
等
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
府

の
方
針
、
当
駐
屯
地
に
隣
接
す
る

駐
屯
地
及
び
、
市
が
開
催
す
る
行

事
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
駒
門
駐

屯
地
に
お
け
る
行
事
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。
両
協
力

会
に
は
行
事
並
び
に
各
種
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
地
域
と
の
架
け
橋

と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
ぉ
り
ま

す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

務

め
て

い
ま
す

駒
門
駐
屯
地
に
所
在
す
る

第
１
戦
車
大
隊
及
び
戦
車
直

接
支
援
隊
は
令
和
４
年
３
月

‐７
日
付
で
廃
止
と
な
り
、
第

１
戦
車
人
隊
は
第
１
慎
察
戦

間
大
隊
へ
、
戦
車
直
接
支
援

隊
は
偵
察
戦
聞
直
接
支
援
隊

へ
そ
れ
ぞ
れ
新
編
さ
れ
た
。

第
１
戦
車
大
隊
は
、
昭
和

３７
年
に
相
馬
原
離
屯
地
か
ら

駒
門
駐
屯
地
に
移
駐
以
降
約

６０
年
間
に
わ
た
り
、
ま
た
戦

車
直
接
支
援
隊
は
平
成
１４
年

の
新
編
以
降
約
２０
年
間
に
わ

た
り
、
駒
門
駐
屯
地
の
一
員

と
し
て
地
域
の
皆
様
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
。

こ
の
度
の
第
１
師
団
の
改

編
に
よ
り
朝
霞
駐
屯
地
で
の

新
編
と
な
っ
た
が
、
両
部
隊

の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
と

発
展
を
祈
念
す
る
。

会
長島
越

宏
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賤
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憑
褥
麒
玲
趙
鼈
祠
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平
素
か
ら
国
防
の
重
要
性
と
陸
上
自
衛
隊
の
使
命
に
深
い
ご

一

理
解
を
示
さ
れ
、
防
衛
基
盤
の
育
成
と
、
第
１
師
団
の
発
展
に

一

ご
恨
勘
膳
脚
鏡
犠
漱
デ
東
富
士
演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
に
寄

一

鋼峰“』」は』ｍ”『̈
中『脚̈
鶉動“「嚇岬』』岬一

よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

裾
野
市
自
衛
隊
協
力
会
　
様

平
素
か
ら
国
防
の
重
要
性
と
陸
上
自
衛
隊
の
使
命
に
深
い
ご

理
解
を
示
さ
れ
、
防
衛
基
盤
の
育
成
と
、
第
１
師
団
の
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

し
酬
離
肝
鍼
畑
婢
か
も
爛
馴
期
鈍
御
¨
瑯
期
劾
”
”
ヘ セ
府
川
は

維
持

・
増
進
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
駐
屯
地

・
隊
員
の
健

全
性
向
上
に
貢
献
さ
れ
、
第
１
師
団
創
立
第
６０
周
年
記
念
と
し

て
、
第
１
師
団
長
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

明
　
和
　
　
裕
　
子
　
様

毎
Ｆダ鰯励崚劇わ数酬凱蹂
雅
鵜
飾
継

状
を
贈
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

雄
は貯ェ計
鶏
肺

課
場
台嚇
ムバ李
様

獅門卸衛隊訪］ヽ
貯　正人
縫一　
鰤足脚市自衛鐸獅勺会百綿件祥い

面酬
自衛琉
雌
正明
様
喝
Ⅶ
衛隊綱羅
自衛甜
耐

任叫鳳有地管脚経岬会韓二　展̈
　
蜘北側白術隊鰤物特肝汁̈子
群Ｐ

性
甲
教
導
連
隊
Ｏ
Ｂ
会

―‐１１
パ^長
　
　
小
坂
　
和
則

様

機
甲
教
導
連
隊
０
３
会

第
ワ̈
中
隊
委
員

勝
亦
　
正
介

様

剤

鵡

肝
］
蹴

ｍ

翔

暮
薇
算

跡

ギ

ご
陥
力
を
い
た
た
き
ま
し
た
　
減
に
あ
り
が
と

う
こ
さ
い
ま
し
た

↑
和
１
年
度
よ
り
、
島
越

宏
育

様
が
就
１１

さ
れ
ま
し
た
　
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
ょ
う

ょ
ろ
し
く
わ
願
い
い
た
し
ま
す

国
機
甲
教
導
連
隊

機
甲
教
尊
上
隊

（連
隊
員
　
相
馬
仕
粁
Ｌ
等
眸
佐
一
は
今
和
４
年
５
月
″

Ｈ
（本
）か
ら
５
月
器
＝
（
―１１
）ま
で
の
間
、
令
和
１
年
度
■
卜
総
合
火
力
演
引

に
参
加
し
た
「
最
終
日
に
実
施
さ
れ
る
教
育
演
刊
ま
で
の
約
２
週
――ｌｌ
、
畳
夜

を
問
わ
な
い
過
鮎
な
訓
練
に
連
隊

一
九
と
な
っ
て
挑
ん
た
　
■
隊
は
、
連
隊

ｋ
要
望
事
項
「繰
度
を
清
■
に
積
み
上
げ
よ

」
「組
織
的
に
行
動
せ
ょ
．ご
「安

全
管
理
、
健
康
管
理
の
徹
底
」
を
実
践
し
、
性
甲
教
尊
連
豚
の
成
容
と
高
度

な
射
撃
技
術
を
部
内
外
に
小
す
こ
と
が
で
き
た

国

際
活

動

教

育

隊

頭
号
師
団

「第
１
高
射
特
科
大
隊
魁
隊
３０
日
年
記
念
行
事
」

静
岡
地
方
協
力
本
部
　
　
　
　
一

富
士
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
　
一

准
尉
　
近
西

ュ
曇
一
一

（６
月
２０
日
）
一

機
甲
教
導
連
隊
　
　
　
　
　
　
一

１
尉
　
多
田

和
夫

一

（６
月
鈴
日
）
一

駒
門
駐
屯
地
業
務
隊
　
　
　
　
一

曹
長
　
内
藤

晴
道

（７
月
１４
日
）
一

駒
門
駐
屯
地
業
務
隊
　
　
　
　
．

曹
長
　
山
本

博
之

（７
月
１８
日
）
一

国
際
活
動
教
育
隊
　
　
　
　
　
一

１
曹
　
渡
邊

智
矢

一

（７
月
２７
日
）
一

第
１
高
射
特
科
大
隊
　
　
　
　
一

曹
長
　
木
内

康
晴

一

（８
月
２８
日
）
一

機
甲
教
導
連
隊
曹
長
　
工鷹
木

善
秋

（９
月
４
日
）

高
射
直
接
支
援
隊

１
曹
　
岩
瀬

敏
政

（９
月
１８
日
）

駒
門
駐
屯
地
業
務
隊

１
尉
　
高
橋

逸
人

（９
月
１９
日
）

機
甲
教
導
連
隊
曹
長
　
吉
本

浩
幸

（９
月
即
日
）

令
和
４
年
１
月
２４
日
出
国

令
和
４
年
３
月
５
日
帰
国

１
尉

佐
川
修

一
郎

●
ベ
ト
ナ
ム
能
力
構
築
支
援

令
和
３
年
１２
月
２３
日
出
国

令
和
４
年
１
月
２３
日
帰
□

２
佐

石
橋
　
孝
幸

１
尉

中
国
　
浩
介

２
曹

小
幡
　
美
夏

◇
第
１６
次
派
違
海
賊
対
処
行
動
支
援
隊

令
和
３
年
７
月
ｍ
日
出
国

令
和
４
年
２
月
６
日
帰
国

１
尉

演
田
　
倫
行

３
曹

高
橋
　
　
翔

◇
国
連
三
角
パ
‐―
■
り
――

‐シ
リ
ープ
」

ブ
ロ
グ
ラ
ム

（ケ
ニ
ア
）

令
和
４
年
１
月
２０
日
出
□

令
和
４
年
３
月
１８
日
帰
国

１
尉

矢
澤
　
　
現

２
曹

道
上
　
奈
央

第

‐０２
補
総
大

隊

（仙
台
）
か
ら

第
翌
保
安
警
務
中
隊
（市
ヶ
谷
）
か
ら

卦̈『̈］̈］“̈̈
一ゆｍ』帥［］”動一『』響驀̈̈
悧̈̈

瘍
獅̈
融
闊
郡
瑚
『一肌
脚
鰤

［̈一̈一一『̈一一̈̈
一̈卿いい」̈雌̈〕［̈い峻中“抑

⑮
第
１
高
射
特
科
大
隊

月肺――‐柿剌翡酬獄鵬なは誹以↑独邸剛な湿嚇爆嚇鰤阻騎脚］御憚

を挙行した
酬̈
珈』嶼』岬］にはい］押中̈
］い̈
”̈̈
コ̈
¨̈
中『瑯̈

』〔理］中”〔』椰『̈
け」知ど鰤オ・‐‐．動Ⅶ雌』囃出紅働い」続昴

■
、
近
川
の
実
効
性
向
１１
に
よ
る

「進
化
」
を
上
限
に
、
危
機
感
を
も
っ
て

隊
務
を
上
常
し
、
西
湘
地
区
の
皆
様
を
始
め
と
す
る
国
民
の
負
託
に
応
え
て

参
協
厠
飾
魔
』
』
腱
鈍
い
絨
に
も
久
し
ぶ
り
の
■
屯
地
の
訪
―，１１
で
あ
り
、
参

加
者
は
隊
員
と
の
懇
談
を
時
――１１
の
許
す
限
り
楽
し
み
、
会
は
盛
人
に
開
催
さ

れ
無
事
に
終
ｆ
し
た

隊員家族と静岡地方協力本部の

キャラクター「しずぼん」

彙
部
方
面
輸
送
隊

駒
門
自
動
車
教
習
所
長

２
佐
　
伊
藤

　

浩

（４
月
２
日
）

防
衛
モ
ニ
タ
ー

御
殿
場
市
二
枚
橋

在
住

藤
巻

伸

一　
様

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

（任
期
１
年
）

御
殿
場
市
二
子
在
住

高
橋

泰
隆

様

裾
野
市
深
良
在
住

勝
間
田

豊

様

関
東
補
給
処
富
士
燃
料
出
張
所
長

３
佐
　
佐
々
木

正
弘

転
出
先

¨
東
北
補
給
処

（仙
台
）

派遣隊員出迎え行事
装備品展示の様子

籠
凛
示
余
摯

派遣隊員見送り行事

転
入
幡
揮
書
絹
・介

輸
出
指
揮
富
擬
介


